　　　　　　　　　　　仙台市老人つどいの家設置助成要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成７年３月１５日民生局長決裁）
（目的）
第１条　この要綱は，本市の老人がその居住地域において，教養の向上，趣味，娯楽及び　各種地域交流活動等のために利用する老人つどいの家（以下「好日庵」という。）の指　定及び運営費の助成に関して必要な事項を定め，もって老人の心身の健康の増進と社会　参加の促進を図ることを目的とする。
（助成の対象）
第２条　この要綱の助成の対象者は，好日庵を設置し，運営する仙台市老人クラブ等活動　助成事業要綱第２条第１項第１号及び第２号に規定する老人クラブ（以下「老人クラブ」　という。）とする。ただし，当該団体が暴力団等と関係を有する場合はこの限りではな　い。
２　前項の老人クラブ（以下「設置者」という。）は，当該好日庵の管理者を定めなけれ　ばならない。
３　設置者は，助成を受けようとするときは，その設置する施設について好日庵の指定を　受けなければならない。
（好日庵の指定申請等）
第３条　設置者は，好日庵の指定を受けようとするときは，「仙台市老人つどいの家【好日庵】指定申請書」（様式第１号）（以下「指定申請書」という。）に必要な書類を添えて市長に提出しなければならない。
２　市長は，前項による申請を受理したときは，指定申請書に基づき，その内容が次条に　定める好日庵の指定基準に適合するか否かを審査し，適合すると認めるときは，「仙台　市老人つどいの家【好日庵】指定通知書」（様式第２号）により当該申請に係る施設を　好日庵に指定するものとする。
３　前項により好日庵の指定を受けたときは，当該指定施設の入口等，利用者の確認しや　すい位置に，仙台市好日庵の表示を掲出しなければならない。
（好日庵の指定基準）
第４条　好日庵の指定基準は，次のとおりとする。
　(1)　専ら老人クラブ活動の用に供するため，設置者自らが有償又は無償により借り上げ　　た施設，又は，無償による使用承諾を受けた施設（ただし，当該老人クラブの利用が　　十分確保される『月平均利用回数が６回以上』と認められるものであること。）とす　　る
　(2)　設置場所について，本市が設置する老人福祉センター，老人憩の家，コミュニティ　　　・センター及び市民センター等の地域住民利用施設からおおむね５００ｍ以上離れた

位置にあり，かつ，当該設置場所に係る地域の老人分布状況及び地理的条件等を勘案し，　　当該地域において活動する２以上の老人クラブの効果的な利用が確保されると認めら　　　れるものであること
　(3)　規模および構造等については，好日庵として使用できる面積が１７．０１㎡以上あ　　り，当該建物内に調理場，便所など日常の利用に必要な設備等を備えていること
　(4)　２階以上の建築物の一部を好日庵として使用する場合にあっては，前号の使用面積　　及び必要な設備等が１階に確保されていること
　(5)　公社，公団及び公営住宅に設置される入居者利用施設等並びに国又は地方公共団体，　　会社等が設置する給与住宅及び工場，事業所その他これらに類する用途の建物に付置さ　　れたものでないこと
（管理運営等）
第５条　設置者は，好日庵の運営に当たっては，次の各号に掲げる事項を遵守するよう努　めなければならない。
　(1)　地域老人の健全なつどいの場にふさわしい利用環境及び秩序の保持に努めること
　(2)　利用者は，原則として６０歳以上の老人クラブ加入者（以下「会員」という。）と　　する。ただし，設置地域に居住する会員以外の者で管理者がその利用により老人クラ　　ブ活動の振興等に寄与すると認める者は，この限りでない
　(3)　利用時間は，原則として午前９時から午後５時までとすること
　(4)　その他，設置地域における各種コミュニティー活動との協調及びその振興に意を払　　うこと
２　設置者等は，好日庵の管理に当たっては，次の各号に掲げる事項を遵守するよう努め　なければならない。
　(1)　建物及びその附帯設備等については，使用及び維持管理の適正を図り，その保全及　　び利用上の安全確保等に努めること
　(2)　居室及び備品類については，常に清潔，整頓等に努めること
　(3)　建物及びその敷地等については，随時又は定期に清掃等を行うなど，地域老人の健　　全なつどいの場にふさわしい利用環境の保持に努めること
　(4)　その他，施設設備等の管理に当たっては，善良な管理者の注意を払うとともに，常　　に利用者相互の協調と融和並びに利用者の便宜向上に配意するものであること
（助成内容）
第６条　市長は，設置者の申請に基づき，別に定める助成基準（以下単に「助成基準」という。）により好日庵の運営に要する費用（以下「運営費」という。）を助成し，又は利用者の共同使用に供する物品（以下「共用物品」という。）を貸与することができる。
２　前項により助成することができる運営費は，次の各号に掲げる費用とする。
　(1)　好日庵の借り上げに要する費用（家賃のみとする）
　(2)　好日庵の維持修繕等に要する費用で，設置者が負担すべき費用
　(3)　水道使用料，電気料及びガス使用料の支払い及び暖房用灯油の購入に要する費用
　(4)　共用物品の購入及び修繕に要する費用
　(5)　その他，利用者の共同の便宜確保に要する費用で市長が認めるもの
３　第１項に定める共用物品の貸与は，新たに好日庵の指定を受けた年度に限り行うもの　とし，貸与品目及び貸与期間は，「共用物品貸与品目表」（別表１）に定めるとおりと　する。
４　前項の貸与物品の維持管理は，別に定めのあるものを除き，設置者の責任と負担によ　り行うものとし，貸与期間終了後は，設置者に無償譲渡するものとする。
（助成金等の交付申請及び決定）
第７条　設置者は，前条に定める運営費の助成，又は共用物品の貸与を受けようとすると　きは，「仙台市老人つどいの家【好日庵】運営費助成金交付（兼）共用物品貸与申請書」　（様式第３号）（以下「助成等申請書」という。）に必要な書類を添えて市長に提出し　なければならない。
２　市長は，前項の申請を受理したときは，助成等申請書及び添付書類に基づき，内容を　審査し，審査の結果，運営費を助成し，又は共用物品を貸与することが適当と認めたと　きは，「仙台市老人つどいの家【好日庵】運営費助成金交付（兼）共用物品貸与決定通　知書」（様式第４号）により，設置者に通知するものとする。
３　前条第１項の規定にかかわらず，前年度に交付を受けた助成金に係る決算において，助成基準に定める額を超えて繰越金が発生した場合は，当該超過繰越額に相当する助成基準で定める額を減じた額を交付額として決定する。ただし，共用物品（貸与されたものも含む。）の購入若しくは修繕又は好日庵（建物及び附帯設備，器具）の修繕若しくは改良のため，あらかじめ予算に計上してこれを積み立てる場合は，その積立金相当額を超過繰越額から控除することができる。
４　前項ただし書に規定する積立てを行う場合は，あらかじめ市長に協議し，その承諾を得て行わなけ
ればならない。
（助成金等の交付等）
第８条　好日庵運営費助成金（以下「助成金」という。）は，毎年度４月から９月までを　上期，１０月から翌年３月までを下期とし，当該期間に対応する金額を，原則として上　期分については５月，下期分については１０月を交付月とし，設置者に対して交付する。　ただし，申請が交付月以降である場合はこの限りではない。
２　前項の助成金の交付は，設置者があらかじめ指定する金融機関の口座に振り込むこと　により行う。
３　共用物品は，前条第２項の通知をした日から起算しておおむね３０日以内に，設置者　に引き渡すものとし，設置者は物品を受領してからおおむね１０日以内に「共用物品貸　与品受領書」（様式第５号）を市長に提出しなければならない。
（助成金の経理及び帳簿類の整備等）
第９条　管理者は，助成金の経理，又は貸与された共用物品の管理に際しては，次の各号　に掲げる事項を遵守しなければならない。
　(1)　助成金は，毎年４月１日から翌年３月３１日までを１会計年度として経理すること　(2)　助成金は，会計年度毎に作成する収入及び支出予算に組入れるとともに，当該予算　　に基づき，計画的，効果的に使用すること
　(3)　助成金は，第６条第２項各号に定める費用以外に使用しないこと
　(4)　会計責任者を置くこと。この場合，会計責任者は，原則として管理者と同一人でな　　いこと
　(5)　経理の適正を確保するため，監事２名を置くこと。この場合，監事は原則として同　　一の利用団体からのみ選出されないものであること

　(6)　運営費及び助成金の経理の状況を継続記録し，その明瞭性等を確保するため，次に　　掲げる帳簿等を備えるとともに，それぞれ当該帳簿等ごとに定める期間，これを保管　　すること
　　ア　現金預金出納簿　　　　　　５年（ただし，好日庵を設置してから５年を経過す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る以前に，これを廃止し，又は第12条による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定解除を受けたときは，その事実の発生し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た日の属する会計年度の末日までとする。）
　　イ　預金通帳　　　　　　　　　５年（但し書きについて，前号に同じ。）
　　ウ　支出に関する証憑書類等　　２年
　　エ　運営状況を記録する図書　　１年
　(7)　共用物品（貸与を受けたものを含む。）の取得，廃棄及び使用，保管等の状況を継　　続記録し管理の適正を図るため，共用物品台帳を備えて好日庵を設置する期間，これ　　を保管すること
（助成金の返還）
第10条　市長は，設置者において，次の各号の一に該当するときは，助成金の全部又は一部を返還させるものとする。
　(1)　第６条第２項各号に定める費用以外の目的で助成金を使用したとき
　(2)　第７条第３項ただし書の積立金をその目的のために使用しないとき
（決算等報告，届出及び調査）

第11条　設置者は，当該助成に係る会計年度終了後速やかに決算書を市長に提出しなければならない。

２　設置者は，次の各号の一に該当する事項が発生したときは，速やかにこれを届け出なければならない。

　(1)　管理者又は会計責任者に変更があったとき

　(2)　助成等申請書に記載する収入及び支出予算額を変更するとき

　(3)　助成金の交付に係る金融機関，口座名義人及び口座番号を変更するとき

　(4)　年度の途中において好日庵を廃止するとき

３　前２項に定めるもののほか，市長は，好日庵の運営の適正等を図るため必要な事項について報告を求め，又は調査することができる。この場合において，設置者は正当な理由なくこれを拒むことができない。
（好日庵の指定解除等）
第12条　市長は，次の各号の一に該当したときは，好日庵の指定を解除することができる。　(1)　第４条の指定基準に該当しなくなったとき

　(2)　設置者が「仙台市老人つどいの家【好日庵】指定解除申出書（廃止届）」（様式
第６号）により指定の解除を申し出たとき
　(3)　虚偽の申請により好日庵の指定を受けたことが明らかとなったとき
　(4)　その他，設置者の責めに帰するべき不行跡，又は，利用者の著しい減少等により指　　定の継続が不適当と認められるとき

２　市長は，前項により，好日庵の指定を解除するときは，「仙台市老人つどいの家【好日庵】指定解除通知書」（様式第７号）により設置者に通知するものとし，助成金の全部又は一部及び貸与した共用物品の全部又は一部を返還させるものとする。
（実施細目）
第13条　この要綱の実施に関して必要な事項は，健康福祉局長が定める。
　　附　則
（実施期日）
１　この要綱は，平成７年４月１日から実施する。
（旧要綱の廃止）
２　仙台市老人つどいの家設置助成要綱（昭和55年４月１日民生局長決裁。以下「旧要綱」　という。）は，廃止する。
（経過措置）
３　この要綱の実施前に旧要綱の規定によりした行為でこの要綱中これに相当する規定の　あるものは，この要綱の規定によりしたものとみなす。
　　附　則
　　　この改正は，平成８年４月１日から実施する。
    附　則
　　　この改正は，平成１７年４月１日から実施する。

附　則
　　　この改正は，平成２５年４月１日から実施する。

附　則
　　　この改正は，平成２５年６月１日から実施する。
附　則
　　　この改正は，平成３１年４月１日から実施する。
別表１
共用物品貸与品目表
	品名
	数量
	貸与期間

	１　備品類
(1) 好日庵看板
(2) 座卓
テーブル
(3) 卓上型扇風機
(4) 石油ストーブ
(5) 囲碁セット
(6) 将棋セット
	１枚
２台
２台
２台
２台
２組
２組
	設置期間の間
５年
５年
７年
５年
７年
７年

	２　消耗品類
(1) 座布団
椅子
(2) 急須（金属製）
(3) 茶碗（瀬戸）
(4) ポット
(5) 茶びつ
(6) やかん
(7) おぼん
(8) 茶筒
	１０枚
１０脚
１個
１０個
１個
１個
１個
１個
1個
	２年
２年
１年
１年
１年
１年
１年
１年
１年


ただし，上記１（2）及び２（1）については，設置者の希望により，どちらか一方を選択できるものとする。
様式第１号
仙台市老人つどいの家【好日庵】指定申請書
　　年　　月　　日
（宛先）仙　台　市　長
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老人クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　仙台市老人つどいの家設置助成要綱第３条により，下記の施設について好日庵の指定を受けたいので申請します。
	所在地
	仙台市　　　区

	施設
の
所有者
	住所

	
	氏名

	施設
の
構造
	全　　　体
	　　　　　　　　　造　　　　　　　　階建　　　　　　　　㎡

	
	好日庵部分
	　　建物全体　　・　　一部　（１階部分　　　　　　　　　㎡）

	共　同
利用者
	老人クラブ名

	
	代表者
	住所
	仙台市　　　　区

	
	
	氏名
	

	
	老人クラブ名

	
	代表者
	住所
	仙台市　　　　区

	
	
	氏名
	

	設　置
形　態
	１　使用貸借（有料）　→　家賃月額　　　　　　　　　円　　　　　　　　
２　　〃　　（無料）
３　使用承諾（無料）
	契約期間（予定含む）
　　年　　月から
　　年　　月まで

	添　付
書　類
	１　老人クラブ会員名簿　　　　　　　　　４　施設平面図（略図）
２　施設使用貸借契約書または使用承諾書　５　施設外観写真
３　建物位置図（略図）　　　　　　　　　　６　その他（　　　　　　　　　）


様式第２号
仙台市老人つどいの家【好日庵】指定通知書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
老人クラブ名　　　　　　　　　　　　
　　　代表者　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台市長　　郡　　和　子
　　　　年　　月　　日付で申請のありました下記の施設について、仙台市老人つどいの家設置助成要綱第４条に定める指定基準を満たすと認められますので、これを好日庵に指定しましたので通知します。
	 指定番号
	 　□青葉　□宮城野　□若林　□太白　□泉
	 　　　　　　　　　　　号

	 指定年月日
	 　　　　　年　　　月　　　日

	 所在地
	 仙台市　　　　区

	施設の
所有者
	 住所

	
	 氏名

	施設の
構造
	 　全　　　体
	 　　　　　　　　　造　　　　　　階建　　　　　　　　　㎡

	
	 　好日庵部分
	 　　建物全体　・　一部　（　１　階部分　　　　㎡　）

	共　同
利用者
	 老人クラブ名
	 老人クラブ名

	
	 　　　代表者
	 　　　代表者

	 設　置
 形　態
	 　１　使用貸借（有料）
 　２　　〃　　（無料）
 　３　使用承諾（無料）
	 左の設置
 を確保す
 る期間
	  　　　　年　　月から　　　　年　　月まで
 ※使用貸借契約書等に契約期間の自動更新
を定めている場合は、指定解除の月まで

	 指定の
 条　件
	 　１　好日庵の管理運営にあたっては、要綱第５条に定める管理運営等の規定を
 　　守ってください。
 　２　要綱第２条に定める「好日庵の管理者」に変更があったときは、速やかに
 　　届け出てください。
 　３　要綱第４条に定める「好日庵の指定基準」を満たさなくなったときは、そ
 　　の事実がわかった日が属する年度の末日で好日庵の指定を解除します。


様式第３号  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
仙台市老人つどいの家【好日庵】
運営費助成金交付（兼）共用物品貸与申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　（宛先）仙　台　市　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　老人クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台市老人つどいの家設置助成要綱第７条により、　　　　年度好日庵運営費助成金（及び
共用物品の貸与）を受けたいので申請します。また、暴力団との関係を有していないこと及び
説明を求められた際には誠実に応じることを誓約します。
	好日庵名
	 　　　　　　　　　　　　好日庵
	 指定番号
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	所在地
	 　仙台市　　　　区

	申請額
	 　　　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　円

	金融機関名
	 　　　　　　　　　　　　　銀　行　　　　　　　　　　　本　店
 　　　　　　　　　　　　　金　庫
 　　　　　　　　　　　　　組　合　　　　　　　　　　　支　店

	口座番号
	普通　・　当座　　預金
	
	
	
	
	
	
	

	 　ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ
   口座名義
	

	
	

	共同利用
	 老人クラブ名
	 老人クラブ名

	
	 代　表　者
	 代　表　者

	 前年度の状況
	 　開所日数　　　　　　日　　　　利用者数　延べ　　　　　人

	貸与申請物品
	裏面「共用物品貸与申請品目表」のとおり


　　　　　　　　　１　施設使用貸借契約書または使用承諾書の写し
　〔添付書類〕　　２　好日庵　　　　　年度　予算書
　　　　　　　　　３　好日庵　　　　　年度　決算書（光熱水費の実績を記載すること）
· 　　　年度に新設する場合は不要です。
　　　　　　　　　４　現金預金出納簿の写し（　　　　年度分）
５　助成金振込口座通帳の　　　　年３月３１日現在残高欄の写し
６　支出に関する証憑書類等の写し（　　　　年度分）
　　      ※口座名義は、助成金の交付申請者名と一致するようにしてください。
様式第３号
（裏面）
共用物品貸与申請品目表
	品名
	数量
	貸与期間
	申請する物に○
申請しない物に×

	１備品類

	(1) 好日庵看板
	１枚
	設置期間の間
	

	(2) 
	座卓
	２台
	５年
	

	(3) 
	テーブル
	２台
	５年
	

	(4) 卓上型扇風機
	２台
	７年
	

	(5) 石油ストーブ
	２台
	５年
	

	(6) 囲碁セット
	２組
	７年
	

	(7) 将棋セット
	２組
	７年
	

	２消耗品類

	(1) 
	座布団
	１０枚
	２年
	

	
	椅子
	１０脚
	２年
	

	(2) 急須（金属製）
	１個
	１年
	

	(3) 茶碗（瀬戸）
	１０個
	１年
	

	(4) ポット
	１個
	１年
	

	(5) 茶びつ
	１個
	１年
	

	(6) やかん
	１個
	１年
	

	(7) おぼん
	１個
	１年
	

	(8) 茶筒
	1個
	１年
	


※１（2）及び２（1）については，どちらか一方を選択する。
　
様式第４号
仙台市老人つどいの家【好日庵】
運営費助成金交付（兼）共用物品貸与決定通知書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
老人クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者
　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台市長　　郡　　和　子
　　　　　年　　月　　日付で申請のありました　　　　年度好日庵運営費助成金（及び共用物品の貸与）につきまして，下記のとおり交付（貸与）することと決定したので通知します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　　　　　年度好日庵運営費助成金交付決定額　上期　金　　　　　　　　　円
下期　金　　　　　　　　　円
（前年度からの繰越金150,000円超過による減額　　　　　　　　　　円）
２　貸与決定共用物品　　裏面「共用物品貸与決定表」のとおり
　〔交付の条件〕
(1)　この助成金は，好日庵の運営に要する費用以外の経費に流用してはなりません。
(2)　前項に違反した場合は，補助金の全額又は一部の返還を求めます。
(3)　要綱第９条に定める帳簿類を作成してください。
(4)　共用物品を取得するために積立を行う場合は，あらかじめ市長（区障害高齢課，
または総合支所保健福祉課）と協議し，その承諾を得てから行ってください。
(5)　好日庵の建物，設備，器具類の修繕を目的に積立を行う場合は，あらかじめ市長
（区障害高齢課，または総合支所保健福祉課）と協議し，その承諾を得てから行ってください。
様式第４号
（裏面）
共用物品貸与決定表
	品名
	数量
	貸与期間
	貸与する物は○
貸与しない物は×

	１備品類

	(1) 好日庵看板
	１枚
	設置期間の間
	

	(2) 
	座卓
	２台
	５年
	

	(3) 
	テーブル
	２台
	５年
	

	(4) 卓上型扇風機
	２台
	７年
	

	(5) 石油ストーブ
	２台
	５年
	

	(6) 囲碁セット
	２組
	７年
	

	(7) 将棋セット
	２組
	７年
	

	２消耗品類

	(1) 
	座布団
	１０枚
	２年
	

	
	椅子
	１０脚
	２年
	

	(2) 急須（金属製）
	１個
	１年
	

	(3) 茶碗（瀬戸）
	１０個
	１年
	

	(4) ポット
	１個
	１年
	

	(5) 茶びつ
	１個
	１年
	

	(6) やかん
	１個
	１年
	

	(7) おぼん
	１個
	１年
	

	(8) 茶筒
	1個
	１年
	


※１（2）及び２（1）については，どちらか一方のみ貸与する。
　
様式第５号
共用物品貸与品受領書
	品名
	数量
	貸与期間
	受領した物品に○
受領しない物品に×

	１備品類

	(1) 好日庵看板
	１枚
	設置期間の間
	

	(2) 
	座卓
	２台
	５年
	

	(3) 
	テーブル
	２台
	５年
	

	(4) 卓上型扇風機
	２台
	７年
	

	(5) 石油ストーブ
	２台
	５年
	

	(6) 囲碁セット
	２組
	７年
	

	(7) 将棋セット
	２組
	７年
	

	２消耗品類

	(1) 
	座布団
	１０枚
	２年
	

	
	椅子
	１０脚
	２年
	

	(2) 急須（金属製）
	１個
	１年
	

	(3) 茶碗（瀬戸）
	１０個
	１年
	

	(4) ポット
	１個
	１年
	

	(5) 茶びつ
	１個
	１年
	

	(6) やかん
	１個
	１年
	

	(7) おぼん
	１個
	１年
	

	(8) 茶筒
	1個
	１年
	


※１（2）及び２（1）については，どちらか一方のみ受領可
　
上記の物品について受け取りました。
　　　年　　　月　　　日
好日庵・設置者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役職・氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
様式第６号
仙台市老人つどいの家【好日庵】指定解除申出書（廃止届）
　　年　　月　　日
　　
（宛先）仙　台　市　長
好日庵名　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　　仙台市　　　区　　　　　　　　
代表者　　氏名　　　　　　　　　　　　印　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
好日庵を廃止しますので，仙台市老人つどいの家設置助成要綱第12条第１項第２号に基づき，好日庵の指定を解除していただくよう申し出ます。
	好日庵の名称
	

	所在地
	仙台市　　　　　　区

	共同
利用者
	老人クラブ名
	老人クラブ名

	
	代表者
	代表者

	廃止年月日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	廃止理由
	

	添付書類
	１　好日庵利用状況報告書
２　決算書
	３　現金受け払い簿
４　通帳の写し


様式第７号
仙台市老人つどいの家【好日庵】指定解除通知書
　　　年　　　月　　　日
好日庵名　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　様
仙台市長　　郡　　和子
「仙台市老人つどいの家設置助成要綱」第12条の規定に基づき，下記のとおり指定を解除しましたので通知いたします。
	好日庵の名称
	

	所在地
	仙台市　　　　　　区

	共同
利用者
	老人クラブ名
	老人クラブ名

	
	代表者
	代表者

	指定解除
年月日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	指定解除に
伴う助成金
返還額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	指定解除に
伴い返還を
要する
共用物品
	


＊「指定解除に伴い返還を要する共用物品」は貸与期間が終了しておらず、
無償譲渡の対象となっていない物品
捨印





どちらか一方を選択する





どちらか一方を選択する





どちらか一方のみ





どちらか一方のみ





どちらか一方のみ受領可





どちらか一方のみ受領可








